
連携・協働プロジェクト 

読書ボランティア団体「なずなの会」 
 

１ 「なずなの会」の団体について 
   結成１６年目となる本団体の活動は、乳幼児（１才）～中学生（１５才）の図書
へ関わる機会を継続的に行っている。 

テレビやパソコン及びゲームの普及により情報を視覚的捉えることに対し、本団体
の活動では、物語の世界等から文章に親しみ、想像力を膨らますことができるため、
豊かな心情や道徳性の育成に寄与している。 

地域住民にも、平和を祈念する語り部活動等を通じて、心に訴える生涯学習の推進
がなされている。 

  熊本県読書活動推進功労者・優良読書グループ表彰２回（平成２０、２８年度）の
実績をもつ。 

 

２ 連携内容 
（１）読み聞かせ 

毎月第２及び第４金曜日を基本として、午前８時１５分～３０分（朝自習）の時
間帯で読み聞かせを行っていただいている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）夏季休業中の図書館解放 

▼ 図書だより（7 月号） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館教育 担当 

１ 目的   読み聞かせを通じて読書の啓発及び推進を行い、本に親しむ子ど 

もの育成を図る。 

２ 内容 

（１）日時 毎月第２・第４金曜日の朝自習の時間（８：１５～８：３０） 

（２）内容 なずなの会の会員の方に、割り振られた学年・学級に行っていただき、読み聞かせを

してもらう。 

（３）方法 図書担当で割り振り表をつくり、前の月になずなの会の方に学年の担当を決めていた

だく。本の準備は、なずなの会の方がされます。 

（４）場所 空き教室あるいは教室（教室の場合は、机と椅子を後ろに下げておいてください。） 

 
 

 

いつも読み聞かせをしてくださっている、なずなの会の読み聞かせが、夏休みにも
あります！夏休みは読み聞かせだけではなく、いろいろな活動もあるそうです。 

７／２７(木)、８／３(木)、８／１０(木)の計３回です！ 

１０：３０～１１：３０ の 1 時間ほどです。読み聞かせや工作、折り紙教室などの楽し

い活動も予定されていますよ！ 

夏休みも、ぜひ図書室に遊びに来てくださいね♪待っています!! 
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▼ 広報「ゆのまえ」（５月号） 

（３）修学旅行事前学習会での「音楽劇」 

６年生の修学旅行事前学習として、例年は戦争経験者の方の講話を行っていたが、
本年度は「なずなの会」にもご協力を得て「娘よ、ここが長崎です。」の音読劇を
町内在住の演出家と協働し作成していただいた。 

複数回、学校で事前練習をしていただくなど、かなり力を入れていただいて当日
を迎えた。 

涙を流して鑑賞している児童も見られ、地域団体と連携した事前学習は充実した
時間となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼・保等小中連携活動 

１ 活動状況及び今後の見通し 

（１）活動状況  

スムーズな小学校入学ができるように、次年度入学予定の園児を対象に、学期に
１回程度の図書館体験が行われている。 

（２）今後の見通し 

① 来校した園児に対し、本校児童（高学年や図書委員）
から「紙芝居」や「絵本等の読み聞かせ」を行う。 

② 本校の朝自習の読書の日や給食時の校内放送の時間
に、中学校生徒が出向き「朗読」を行う。 
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図書館開放 
１ 夏季休業中 
開放時間を、午前１０時～１１時半、午後２時～４時とし、計１９回の開放を行った。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 図書だより（７月号） 

２ 夜間開放 

（１）現状：未実施 

（２）今後の見通し 
専門委員会が夜間に会議をする日に、図書館を開放する。方法としては、ボラン

ティアの皆さんに読み聞かせや読書活動をおこなう。成果は、参加する会員が子ど
もを自宅に残さず安心して参加しやすい環境づくりができる。 

  

読書旬間（週間）の設定 
１ 雨季読書 
 平成２９年６月１９日（月）～２３（金）に雨季読書旬間（週間）を行いました。 

 図書だよりは次のとおりです。 

 ９ページに、本旬間の朝の読み聞かせの様子を紹介します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

梅雨(つゆ)に入り、雨の日も多くなりました。外で遊)べない日も多いですね。
そんな時は、図書館にきて読書を楽しんでほしいということで、先週の１９日
（月）～２３日（金）は、雨季読書週間でした。 

 朝の読書・読み聞かせのほか、昼休みには、クイズ大会やしおり作りなどの、
いろいろなイベントを行(おこな)いました。期間中には、たくさんの子どもたち
が図書室(しつ)にきてくれて、本やイベントを楽(たの)しんでくれました。これ
を機会に本をもっと好きになってほしいと思います。 
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雨季読書週間 での 朝の読み聞かせ 
１ 趣旨  

  本校は、隔週金曜日に、始業前の時間を利用して、地域の
読書ボランティア団体「なずなの会」のみなさんから、朝の
読み聞かせを行ってもらっています。 

本年度は、雨季読書週間に合わせて、ＰＴＡ専門員である
「文化活動委員」と協働して、読み聞かせを実施しました。 

２ 日時   

平成２９年６月 20 日（火）８：１５～８：３０ 

３ 本の内容 

学年 図書名 出版社名 

１年生 そらいろのたね まいごのペンギンだるま 福音館書店、金の星社 

２年生 うみがめのたび 世界で一番強い国 草土文化社、光村教育図書 

３年生 はらぺこのおあむし（パネルシアター） 偕成社 

４年生 かえるをのんだととさん １１ぴきのねこ 福音館書店 こぐま社 

５年生 まほうのなしの木 学研（１０分 ３名作名作） 

６年生 ふしぎ駄菓子屋 銭天堂 偕成社 

４ 読み聞かせをしていただいた方々の感想 

（１）文化活動委員（保護者） 

   みんながよく見てくれたので嬉しかったです。小さい時に読んでもらったことを
思い出した子どももいようです。 

   こんなに大勢に前で絵本を読むのは初めてで、とても緊張しましたが、子どもた
ちが静かに真剣に聞いてくれたので読みやすかったです。 

   緊張しました。普段声に出して読むこともなく、子どもたちの視線にどきどきし
ながら読みました。次回は、しっかり練習してこようと思います。 

（２）なずなの会（ボランティア団体） 

   ６年生ということでちょっと長めのお話で時間をオーバーしてしまいました。さ
すが６年生。しっかり聞いて４名のお子さんがしっかり感想を言ってくれました。 

   今日は、４年生に読み聞かせをしました。とても静かに聞いてくれました。感想
を言ってくれたのですが、子どもたちがこんなふうに受け取ってくれているのがわ
かってよかったです。 

５ 児童の感想 

  ぼくは、「銭天堂」を聞いて、とても不思議でおもしろい本だと思いました。それ
は、銭天堂という温泉には、
不思議な名前のおかしがたく
さんあり、それを食べると人
魚のように泳ぐことができる
など、いろいろなことがおき
ておもしろかったからです。 

  今回、おもしろい本に出会
うことができたので、いろい
ろな本に親しみたいと思いま
した。（６年生） 
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２ 秋季読書 
  秋季旬間は以下の内容で読書活動の推進を図ることとした。（提案資料抜粋） 

 

（１）目的 秋の読書旬間を通じて読書の啓発及び推進を行い、本に親しむ子どもの育
成を図る。 

（２）期間 平成２９年１０月１６日（月）～１０月２７日（金） 

（３）内容 

① 朝自習  

ア 読書 

     １６日、１９日、２３日、２５日、２６日の５回実施。そのうち、２３日（月）
は図書委員会が読み聞かせに行きます。 

 読み聞かせ（なずなの会、文化活動委員）２０日、２７日の２回実施。 

  ② 給食時間（放送） 

ア「先生の思い出の本」紹介 

   イ「人気の本ランキング」発表（低・中・高学年ごと） 

  ③ その他 

ア 三択読書クイズ 

クイズ用紙を配付します。書いたら図書室のポストへ入れてもらいます。用
紙を提出してくれた人には「本を１冊借りられる券」をプレゼントします。  

イ スタンプラリー 

期間の始めに配布し、期間中、図書室へ来てくれた人にスタンプを押します。 

    ５個たまったら「本をプラス１冊借りられる券」をプレゼントします。 

   ウ おすすめの本１０冊を教室に設置 

     期間中は、おすすめの本１０冊を教室に配付しますので、朝自習の読書で積
極的に読ませてください。（家には持ち帰らせない。学級で管理する。） 

   エ 多読者の紹介 

     各学年の多読者を放送で紹介します。 

   オ 親子読書 

     期間中、家族で読書を楽しんでもらい、感想等をカードに記入して提出して
もらう。カードを掲示したり、放送したりして、読書の啓発を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 図書だより（１０月号） 
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